
(1) 平成27年7月10日

平成 ２７ 年 7 月 10日   第 ３３ 号 

社会福祉法人栗原秀峰会 広報委員会 発行 

   〒989－5173 

      宮城県栗原市金成梨崎道ノ上７-１ 

             ＴＥＬ：０２２８-４２-３４３２ 

             ＦＡＸ：０２２８-４２-３４３３ 

 
 ５月３１日（日）利府町のひとめぼれスタジアム宮城 
において第23回宮城県・仙台市障害者スポーツ大会陸上 
競技大会が行われました。 
 晴天のもと，当施設の方も身体に汗をにじませながら 
緊張の面持ちでそれぞれの競技に出場しました。 
   ＊なお、特集記事を３ページに記載しております。 
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●個人情報に関すること

●連絡調整に関すること

●支援内容に関すること

●通院、送迎に関すること

●グループホーム庭木の手入れについて

●パン販売に関すること

●訪問時の駐車について

●パン納品に関すること

●品質管理に関すること

よ
り
よ
い
支
援
を
め
ざ
し
て

　
当
法
人
に
見
学
に
み
え
る
ご
父
兄
・

ご
家
族
の
方
々
は
、

地
域
に
あ
る
障
害

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
、

色
々
な

情
報
を
得
、

何
ヶ

所
か
見
学
さ
れ
た
後

お
見
え
に
な
る
方
々
が
殆
ど
で
す
。

今

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
生
い
立
ち
や
現
在

の
様
子
等
、

見
学
先
で
幾
度
と
な
く
お

話
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
内
容
を
丁
寧
に
お

話
さ
れ
、

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
育

て
る
ご
苦
労
、

ご
家
族
の
悩
み
、

将
来

に
対
す
る
不
安
等
共
通
す
る
内
容
が
多

く
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
サ
ー

ビ
ス
を

受
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
将
来
的
に
は

入
所
支
援
施
設
で
の
生
活
を
希
望
さ
れ

出
来
れ
ば
長
く
生
活
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

法
人
か
ら

は
、

現
在
の
入
所
支
援
施
設
の
現
状
を

お
伝
え
し
、

ま
た
在
宅
で
入
所
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
々
の
状
況
の
説
明
を
し

理
解
し
て
頂
く
し
か
な
い
状
況
で
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
の
苦
情
・
相
談
件
数
は
十
二
件
で
し
た
。

相
談
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
に
関
す
る
制
度
改
革

が
、

国
会
で
議
論
さ
れ
、

近
々
法
改
正

ま
で
辿
り
着
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、

法
人
施
設
に
と
っ

て
日
常

の
生
活
で
、

い
ま
困
っ

て
い
る
ご
家
族

（

本
質
的
に
は
ご
本
人
が
一
番
困
っ

て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
）

に
『

安
心
』

を
実
感
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
為
に
は
、

確
か
な
人
材
育
成
が

最
も
重
要
で
あ
り
、

得
意
な
専
門
分
野

の
技
術
者
を
地
道
に
育
成
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

　
　
『

理
論
』
『

技
術
』
『

実
践
』

の
プ
ロ
と
な
れ
る
よ
う
、

こ
れ
な
ら
誰

に
も
負
け
な
い
と
い
う
も
の
が
持
て
る

よ
う
職
員
自
ら
が
発
信
で
き
る
職
員
集

団
と
な
れ
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

利 用 者 様 １件

地 域 住 民 様

１件

３件

合　　計 １２件

取 引 業 者

ご 父 兄 様

行政・他事業所

主　な　内　容

２件

入
所
支
援
部
　
ほ
っ
と
さ
わ
べ
１

　
　
　
所
長
　
田
　
代
　
修
　
一

平成27年7月10日

相　談　者

５件

件　数
　
職
員
一
同
、

ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス

の
提
供
・
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
遠

慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

苦
情
相
談
委
員
会
報
告 

（
第
三
者
委
員
会
） 
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さ
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さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

入

所

施

設

青
　
木
　
浩

粟
野
　
章
一

相
　
澤
　
久

熊
坂
み
つ
え

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム 三
浦
　
喜
一

福
島
　
恵
子

早
　
坂
　
睦

遠
藤
　
公
章

武
山
　
健
治

髙
橋
　
清
美

畠
山
　
昭
彦

藤
村
　
和
美

入

所

施

設

参

加

者

障
害
者
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

要
害
よ
う
子

春
山
　
敏
訓

佐
藤
　
賢
了

勝
又
　
一
郎

佐
　
藤
　
健

曽
根
　
由
恵

阿
部
　
克
枝

沼
崎
き
ぬ
え

菊
田
み
さ
子

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
競
技
に
出
場
し

５
㍍
先
か
ら
円
形
の
ゴ
ー

ル
に
デ
ィ

ス

ク
を
何
度
通
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
競

う
、

ア
キ
ュ

ラ
シ
ー

デ
ィ

ス
リ
ー

ト
・

フ
ァ

イ
ブ
の
部
で
見
事
に
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、

輝
く
日
本
一
く
り
は
ら
大
賞

を
授
与
し
ま
し
た
。

根
布
　
勝
広

佐
々
木
太
一

木
田
よ
う
子

山
田
　
英
夫

三
浦
　
竜
太

平成27年7月10日

岩
渕
 
顕
治

日

時

競

技

場

所

髙
橋
　
宏
子

佐
藤
　
英
範

競

技

日

時

仙
台
コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ

ト
ボ
ウ
ル

参
加
者

曽
根
　
賢
二

金
野
　
京
子

入

所

施

設津
田
　
英
輝

佐
々
木
真
治

陸
上
競
技
大
会

平
成
二
七
年
五
月
三
十
一
日
（

日
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

平
成
二
七
年
五
月
十
六
日
（

土
）

場

所

競

技

日

時

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク

平
成
二
七
年
六
月
七
日
（

日
）

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ

小
野
寺
真
衣

小
野
寺
真
衣

成
年
男
子
走
り
幅
跳
び

佐
藤
す
ず
子

ひ
と
め
ぼ
れ
ス
タ
ジ
ア
ム
宮
城

津
田
　
英
輝

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
で
生
活
す
る

三
浦
正
視
さ
ん

が
、

東
日
本
大

震
災
復
興
支
援

第
十
四
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（

昨
年

十
一
月
・
長
崎

県
）

に
お
い
て

成
年
女
子
一
〇
〇
Ｍ

髙
橋
　
泰
子

菅
原
ま
り
子

成
年
男
子
一
〇
〇
Ｍ

千
葉
沙
也
加

小
岩
　
千
尋

菅
原
　
明
美

佐
藤
　
祐
子

後
藤
冨
士
子

菅
原
　
次
男

鉄
本
　
明
美

鈴
木
　
潮
里

佐
々
木
未
来

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

大
友
真
由
美

千
種
　
三
男

菅
原
　
弘
子

今
年
度
開
催
さ
れ
た
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ

大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
ご
紹
介
を
い

た
し
ま
す
。

錦
　
戸
　
強

参

加

者

場

所

三
浦
　
正
視

鈴
木
　
由
美

今
野
　
宏
美

髙
橋
　
満
枝

佐
藤
　
修
二

伊
邊
　
敦
美

早
坂
美
紀
子

三
浦
千
亜
希

津
軽
　
利
秋

す

ぷ

り

ん

ぐ

佐
藤
　
欣
則

只
野
ひ
と
み

小
野
　
史
織

阿
部
　
啓
一

髙
橋
幸
太
郎

阿
部
　
親
浩

佐
　
藤
　
真

菅
原
　
金
夫

く

り

こ

ま

「

ゆ
め
工
房
」

山
田
　
恵
子

千
葉
　
浩
代

菅
原
　
順
子

渡
辺
　
圭
哉

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
報
告 

輝
く
日
本
一 

 

く
り
は
ら
大
賞 

 

銀メダル  ＧＥＴ！ 
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Ⅰ　合計資金収支計算書
収入の部 支出の部 （単位：円）

収入支出　Ｂ

Ⅱ　合計事業活動収支計算書
収入の部 支出の部 （単位：円）

当期活動収支差額 Ｈ=Ｆ-Ｇ

その他の積立金取崩額 Ｋ

Ⅲ　合計貸借対照表 （単位：円）

負債及び純資産の部合計

流動資産

土地
建物

定期預金

固定資産（基本財産）

その他の固定資産

資産の部合計

負債の部合計

基本金

純資産の部合計

当期末支払資金残高 Ｅ=Ｃ+Ｄ

699,934,605

23,097,402

10,521,433
1

492,103,037

その他の積立金
次期繰越活動収支差額

勘定科目 勘定科目

資産の部 負債の部

22,733,237

収入合計　Ｆ

サービス活動外収益

その他の積立金積立額 Ｌ

特別収益

サービス活動収益

663,343,589

587,218,204

13,930,0251,344,413,037
199,775,320

730,154,231

50,103,989流動負債
固定負債

国庫補助金等特別積立金

1,480,154,343
1,544,188,3571,544,188,357

64,034,014

377,735,700

803,587,631

純資産の部

3,000,000

540,825,406

固定資産

70,433,400

平成27年7月10日

640,610,352

624,472,079
27,560,920

207,524,544
859,557,543

金額

6,401,296

638,963,800
前期繰越活動収支差額 Ｉ

634,209,055

支出合計　Ｇ

当期末繰越活動収支差額 Ｊ=Ｈ+Ｉ

0

661,697,037

663,343,589

サービス活動費用
サービス活動外費用

492,103,037

652,822,156

35,626,000

施設整備等収入
事業活動収入

その他の活動収入
0

36,591,016

勘定科目 金額

金額

205,220,000

309,463,963

その他の活動支出
収入合計　Ａ

次期繰越活動収支差額 Ｍ=Ｊ+K-Ｌ

特別費用

-159,622,938 149,841,025

事業活動支出
施設整備等支出

勘定科目 金額

前期末支払資金残高 Ｄ　当期資金収支差額 Ｃ=Ａ-Ｂ

詳細は，ホームページに掲載しております。http://k-syuuhoukai.or.jp/ 

１ 利用者への支援について 
 利用者一人ひとりのニーズに基づいた個別支援計画を作成するとともに，独自のサービス評価を実施するなど， 
利用者の人権を基本とし，生活の質や安全で健康に配慮した利用者本位のサービスの提供に努めた。 
２ 相談支援関係 
 「相談支援センター あらいぶ」においては，相談支援専門員が，利用者や家族からの相談に対して，利用者 
の立場に立って，丁寧に時間をかけて相談に応じた。また，多様な相談内容に対応できる様，職員の専門性を高 
めた。 

３ 人権擁護と虐待防止について 
 利用者の人権擁護と虐待防止の徹底を図るため，職員会議や研修会などをとおし，理解の共有化の徹底を図り， 
利用者に対する不適切な行為の防止に努めた。 
４ 食品安全に向けた取り組みについて 
 利用者の食事提供，各食品の生産に係る安全性の向上を図るため，法人本部に品質管理責任者，各事業所に品 
質管理担当者を配置した。食の安全への取り組みは，支援体制の組み立てなどの改善にもつながり，各職員の意 
識向上につながっている。 
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■ 基本理念 「共に幸せに生きる」

■ 運営方針 １　利用者の方々の意義のある人生の実現を支援します。
２　利用者の方々の個性を尊重し，質の高い生活を提供します。
３　利用者の方々の「自立」を目標として支援します。

■ 基本方針 １　多様なニーズに対応した支援サービスを展開します。
２　利用者の方々が，誇りを持って取り組める生産（日中）活動を目指します。
３　障害者共同生活援助事業（グループホーム）の新たな支援サービスの検討
　 ・策定を行います。
４　人権に配慮した支援サービスを行います。

■ 重点事項 １　「福祉型障害児入所施設ステップ」の年齢超過児の移行の課題や，今後の
　 施設運営について，ニーズを見極めながら検討を行います。
２　新たに障害者共同生活援助事業所（グループホーム）を建設し，入所施設
　 利用待機者及び年齢超過児の解消を図ります。
３　利用者の高齢化に伴う支援・重度化する障害支援のあり方やニーズを具体
　 的に検証し，対策・準備を進めます。

■ 設置運営施設 10 名

施設入所支援 30 名
生活介護 30 名
生活介護（単位Ⅱ） 20 名

施設入所支援 30 名
生活介護 30 名
生活介護（従たる事業所） 6 名

生活介護 30 名

生活介護 20 名

（多機能型） 就労継続支援Ｂ型 20 名
生活介護 20 名

特定相談支援事業
障害児相談支援事業
栗原市相談支援事業
宮城県障害児等療育支援事業

指定共同生活援助 35 名
（介護サービス包括型）

■ その他事業 ＊ 短期入所（併設型）事業 ＊ 日中一時支援事業

収入の部 支出の部 （単位：千円）

事業活動支出
施設整備等支出
その他の活動支出
予備費
支出合計

勘定科目

収入合計

その他の活動収入
施設整備等収入
事業活動収入

958,528

144,258
116,053

21,371
958,528

190,623
44,802

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所

グ ル ー プ ホ ー ム 支 援 セ ン タ ー

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所

あ ら い ぶ

723,103

パ ン 工 房 い そ っ ぷ

くりこま「ゆめ工房」

す ぷ り ん ぐ

676,846
勘定科目 金額金額

ス テ ッ プ

平成27年7月10日

福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設

レ ガ ー ト

ほ っ と さ わ べ ２

ほ っ と さ わ べ １

障 害 者 相 談 支 援 セ ン タ ー

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所

障 害 者 支 援 施 設

障 害 者 支 援 施 設



（６）平成27年7月10日

今
年
度
採
用
さ
れ
た
８
名
の
職
員
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

 

 

 

  

新
任
職
員
紹
介 

鎌田 紫伊奈 

 栗原市高清水
から通ってます。 
 先輩方の姿を
見て学びながら
毎日笑顔で利用
者さんとの関わ
りを大事にして
いきたいと思い
ます。 

千葉 紀穂 佐々木 恵 

 栗原市金成に住
んでます。 
 趣味はドライブ
です。 
 利用者さんと職
員の方に早く溶け
込めるよう精一杯
頑張ります。 

 岩手県一関市
から通っていま
す。楽しみは食
べる事です。 
 毎日少しずつ
でも成長してい
きたいです。 

佐 藤 巧 

 栗原市若柳出身の55
歳独身男です。趣味は
飛行機を見たりバスに
乗ってどこかへ行く事
です。 

菅原 祐樹 

 利用者様の笑顔が少
しでも多く見られるよ
う関わりながら過ごし
ていきたいと思います。 

菅原 恵子 

 まだまだ未熟ですが、
自分のできることを精
一杯頑張りたいと思い
ます。 

小岩 仁美 

① 豚肉に下味をつけ、冷蔵庫に入れる。干しシイタケは水で戻す。 
② たけのこ，にんじん，ピーマン，パプリカは食べやすい大きさに乱切りにする。たまねぎはくし切り， 
  しいたけは1/4の大きさに切る。 
③ たけのこ，にんじんは下ゆでし，ピーマン，パプリカは素揚げ，豚肉は片栗粉をまぶして揚げる。 
④ たけのこ，にんじん，しいたけを鍋に入れて炒め，たれを入れる。 
⑤ ④に豚肉とピーマン，パプリカを入れ，全体をからめて完成！！ 

★材料★（二人分） 
  
 豚ロース ２００ｇ 
  下味：しょうが１かけ， 
     酒大さじ２， 
     醤油大さじ２ 
 たけのこ１ヶ 
 にんじん1/2ヶ 
 玉ねぎ１ヶ 
 しいたけ２ヶ 
 ピーマン１ヶ 
 パプリカ（赤・黄）各1/２ヶ 

 
 
 
☆たれ 
 黒酢・・・・・・・・大さじ３ 
 砂糖・・・・・・・・大さじ３ 
 醤油・・・・・・・・大さじ１ 
 ケチャップ・・・・・大さじ３ 
 鶏ガラ（顆粒）・・・大さじ１ 
 中華だし（顆粒）・・大さじ１ 
 バルサミコ酢・・・・少々 
 片栗粉・・・・・・・適量 作り方 

髙橋敬子調理員 髙橋弥生栄養士 

千葉 雅世 

 栗駒から通って
います。趣味は芝
居や演劇を観るこ
とです。福祉の仕
事は初めてなので，
ご指導いただきな
がら精一杯頑張り
ます！ 

 栗原市栗駒から通っ
ています。ストレス発
散は食べる事です。利
用者さん・職員の皆さ
んと頑張っていきたい
です。 
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（
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市
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新
緑
の
季
節
が
終
わ
り
、

雨
上
が
り
の
木
々
の
緑
が
、

よ
り
美
し
く
輝
く
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
号
の
栗
原
秀
峰
会
通
信

は
5
月
・
6
月
に
行
わ
れ
た

障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
模

様
を
特
集
で
お
届
け
し
ま
し

た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
陸
上
大
会

な
ど
、

年
々
参
加
者
が
増
え

全
国
大
会
に
出
場
す
る
方
も

い
ま
す
。

順
位
は
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
が
、

利
用
者
の

皆
さ
ん
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、

大
会
に
向
け
て
練
習
で

汗
を
流
し
た
り
、

他
の
選
手

と
の
か
か
わ
り
が
楽
し
み
の

一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

今
年
度
か
ら
新
た

な
コ
ー

ナ
ー

と
し
て
、

厨
房

の
皆
さ
ん
に
愛
情
た
っ

ぷ
り

メ
ニ
ュ
ー

を
担
当
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
黒
酢
に
は
疲
労
回
復
や
ダ

イ
エ
ッ

ト
効
果
、

育
毛
効
果

が
あ
る
そ
う
で
す
。

お
い
し

く
食
べ
て
元
気
に
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ

う
！
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